
視察日 ：令和７年１０月２８日（火）

場 所 ：東京都狛江市

参加者 ： 内田隆生、丸木一哉、知念豊秀、髙野幹也、井戸川幸弘 随行：藤岡愛

目 的 ： 『書かない窓口について』

津久見市総務常任委員会
【 行 政 視 察 報 告 】



狛江市HPから

狛江市（こまえし）

狛江市は、東京都の多摩地域東部に
位置する市。東京都区部に接し、
ベッドタウンとしての性格を帯びる
が、多摩川を中心として自然が多く
残り、将来市像として「水と緑のま
ち狛江」を掲げる。日本で ２ 番目に
面積が小さい市である。

面積：6.39㎢
人口：83,699人（2025.11.11推計）





転入・転出・出生・転居
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視察の様子
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マイナンバーカードを持っていれば、「住民票」「戸籍」
「印鑑登録証明書」関係も書類を書かずに発行が可能

最後に署名 マイナンバー
カードで自動
入力

何が何部

必要かは、
状況に応じ、
ヒアリング

だけで済む
内容であれ
ば窓口委託
職員が聞き
取りながら
赤ペンで書
き込みを行
うか、お客
様に書いて
いただく。







狛江市の「書かない窓口」導入のポイント

Point１
◆副市長の大号令！

・副市長の「ブライダル・サロン化」の大号令をきっかけに検討。「ブライダル・サロン化」とは、
「行かない（コンビニ）・書かない（署名だけ）・待たない（WEB予約）」という市民に優しい窓口化のこと。

Point２
◆庁舎が古く「ワンストップは無理！

Point３
◆お金と時間がかかるので
「ワンストップ」は無理！

Point４
◆ベッドタウンならではの
需要に特化！

Point５
◆中長期の目標で、段階的な
改善をめざす！

Point６
◆市民の利便性向上と業務改善

・市庁舎が古く、狭いため、組織や窓口の改変が必要な「ワンストップ」が難しかった。
築５０年以上を経過しており、耐震補強を実施済みではあるが、手狭である。

・「ワンストップ」化は、数多くの部署にまたがる事務を集約する必要があり、手続きが複雑化する。
特にシステムのベンダーが違う場合には、それを統合する作業に時間と経費がかかりすぎるため、
一度に「ワンストップ」化するのが難しかった。今回の事業は、住基系のベンダーである株式会社
TKCと取り組み、約１７０万円でできた。

・都心に近いベッドタウンということもあり、子育て世代の転入・転出・出生・転居が多い。導入に先立ち、
職員が仮定の来庁者の設定を用いて、窓口体験調査を実施。子育て４人世帯の場合では、市民課⇒
学校教育課⇒子ども若者政策課での手続きが必要。窓口体験調査では最大で、記入した様式の枚数６
枚、名前の回数２２回、住所の回数７回、生年月日の回数１５回にものぼり、手続きに必要な所要時間は、
１時間３０分から２時間を要した。津久見市の場合では、超高齢化社会に特化することも必要か？

・「ワンストップ」化するには、時間と経費がかかるため、すぐにできるところから始め、段階的に広げながら、
将来的には、書かない窓口の情報を基幹系と連携させることで、さらなる改善をめざす。

・将来的には、さらなる市民の窓口滞在時時間の削減といった利便性の向上及びバックヤードの業務改
善、職員の負担軽減をめざす。



視察を終えての成果及び所感

◆窓口での申請時に複数の書類に名前や住所を繰り返し記入することなどがないか、申請時の煩雑さ（名前などを複数回記
載するなど）の改善点の洗い出しを行った方が良いと思えた。

◆津久見市の場合、新庁舎へ移行するにあたり、2階のフロアに申請が必要な課がそろうと思われるので、申請者の動線や
申請時の書類の内容の改善を検討する必要があると思われる。

◆津久見市が業務効率化の観点で『書かない窓口』の導入も、今後検討する必要があると思われた。

◆「書かない」限定を、4項目程度にしぼって調査・検証している点を評価できる。実際に、市民にとって何がメリットなのかを
「市民目線」で取り組むことの基本的な行政の在り方を学べた。

◆窓口業務において、システムを導入し業務を委託することにより、市民サービス及び生産性の向上を図っている。将来的に
はマイナンバーカードの活用も含め、津久見市にも必要になると考える。

◆「書かない窓口」の取組では、各種手続きを大幅に簡素化することができ、窓口での待ち時間が短縮されるなど、市民サー
ビスの向上に大きく寄与していると感じた。 また、 津久見市においても、こうした利便性の高い窓口DXの早期導入を検討・
推進すべきだと考える。

◆印象的だったのは、ホールスタッフや窓口スタッフの笑顔の対応。民間委託ということだが、「書かない窓口」システムの導
入は、この民間委託業務をフルに効率的に機能させるためのツールとして導入されたものだと感じた。また、このことによっ
て、市民の利便性や満足度の向上、バックヤードの市の職員の業務改善や負担軽減に大いに寄与していると感じた。


